
序 文  
 
 本小冊子は、2001～2004 年度科学研究費補助金基盤研究 (A)「ロシアの世界

経済との統合に関する総合的研究」（課題番号 13303001）の研究成果の一部で

ある。本稿の執筆者は研究協力者の金野
こ ん の

雄五
ゆ う ご

（富士総合研究所調査研究部）で

あり、本稿は 2002 年 7 月 13 日にセンターで開催されたポスト・シンポジウム・

セミナーにおいて報告されたペーパーを加筆・修正したものである。  
 ロシアの世界経済との統合について研究する本研究プロジェクトでは、ロシ

アの WTO 加盟は中心的検討課題の１つと位置付けられている。また、2001 年

9 月 11 日以降の米ロ関係緊密化のなかで、加盟に向けたプロセスが早まる可能

性が生じてきた。このため、本研究プロジェクトでは、この問題を担当する研

究協力者として、ロシア・CIS 諸国の対外経済関係に明るい金野雄五氏に共同

研究に参加していただくこととした。  
ロシアの WTO 加盟問題に関する第１回目の研究会は、2002 年 2 月 2 日にセ

ンターで開催された。そこでは、ロシアとの交渉を実際に担当している経済産

業省通商政策局通商機構部公正貿易推進室の横澤力
よこざわちから

室長補佐と五十嵐
い が ら し

淳志
あ つ し

係長

に「ロシアの WTO 加盟をめぐる諸問題」について報告していただいた。この

問題に関する最新かつ正確な情報を提供していただいたことについて、あらた

めて謝意を表したい。  
7 月 13 日の研究会はこの問題に関する 2 回目の研究会となった。金野報告で

は、現時点におけるロシアの WTO 加盟をめぐる問題状況が的確に報告され、

それを受けて充実した討論がなされた。本小冊子が、この問題に関する本格的

研究の１つの手がかりとなれば幸いである。  
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